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武道授業 実践の概要紹介 広島県

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介
　
　
柔
道
・
剣
道

　
広
島
県
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
中
学
校
武
道
・
ダ
ン
ス
必
修
化
に
伴
う
保
健
体
育
科
教
員
の
指

導
力
向
上
に
向
け
、
平
成
21
年
度
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
県
内
全
て
の
中
学
校
保
健
体
育
科
教
員
が
参
加
し
た
、
新
教
育
課
程
に
つ
い
て
の
研
修

会
や
、
武
道
授
業
の
指
導
力
向
上
の
た
め
の
研
修
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
特
に
柔
道
に
つ
い
て
は
、

事
故
防
止
、
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
中
学
校
の
授
業
で
柔
道
を
指
導
す
る
全
て
の
教
員
が
実
技
研
修

を
受
講
す
る
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
広
島
県
が
実
施
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

広
島
県
に
お
け
る

中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
た
取
組

広
島
県
教
育
委
員
会　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

1

は
じ
め
に

　

今
回
、
中
学
校
に
お
い
て
武
道
が
必

修
化
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
に
「
柔

道
」
の
授
業
に
つ
い
て
、「
危
険
な
の

で
は
な
い
か
」、「
重
大
な
事
故
が
起
き

て
い
る
で
は
な
い
か
」、「
全
て
の
保
健

体
育
科
教
員
が
指
導
で
き
る
か
」
と
い

っ
た
不
安
の
声
が
本
県
で
も
寄
せ
ら
れ

た
。

　

中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
に
示

さ
れ
た
内
容
は
基
礎
的
な
も
の
で
あ

り
、
学
習
段
階
や
個
人
差
を
踏
ま
え
た

段
階
的
な
指
導
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、指
導
が
進
め
ば
「
投
げ
る
」、「
抑

え
る
」
な
ど
相
手
と
直
接
的
に
攻
防
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
不
十

分
な
受
け
身
等
に
よ
る
事
故
に
つ
い
て

・
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

・
応
急
手
当
の
事
前
学
習
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
を
含
む
。）

③
多
く
の
生
徒
が
「
初
心
者
」
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
た
段
階
的
な
指
導

等
を
重
点
課
題
と
し
、
武
道
必
修
化

に
対
応
し
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領
全
面
実

施
に
向
け
て
取
組
を
進
め
る
必
要
性
を

改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑵
県
教
育
委
員
会
主
催
の
「
学
校
体
育

ス
ポ
ー
ツ
研
修
事
業
」
の
実
施

　

本
県
で
は
、
県
内
公
立
小
・
中
・

高
・
特
別
支
援
学
校
の
教
員
を
対
象

に
、「
主
体
的
に
生
き
る
力
（
自
ら
考

え
、
自
ら
学
ぶ
、
豊
か
な
心
、
た
く

ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
・
体
力
）

を
育
成
す
る
」
教
育
の
推
進
と
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
教

員
の
指
導
力
の
向
上
を
図
り
、
体
育

科
・
保
健
体
育
科
教
育
の
質
的
充
実
と

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、

「
学
校
体
育
ス
ポ
ー
ツ
研
修
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
武

道
必
修
化
を
見
据
え
て
、
平
成
21
年
度

か
ら
「
武
道
」、「
ダ
ン
ス
」
の
実
践
講

座
を
実
施
し
て
い
る
。

　

特
に
「
柔
道
」
に
つ
い
て
は
、

①
対
象　

�「
柔
道
」実
施
校
の
教
員
で
、

こ
れ
ま
で
「
柔
道
」
の
授

業
を
実
施
し
た
こ
と
が
な

く
、「
柔
道
」
実
技
研
修
を

受
講
し
て
い
な
い
者

②
内
容　

�

新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え

た
「
柔
道
」
の
安
全
に
配
慮

し
た
具
体
的
な
実
技
指
導

方
法
等

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
教
員
研
修
セ

ン
タ
ー
主
催
の
「
子
ど
も
の
体
力
向
上

指
導
者
養
成
研
修（
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
）」

に
お
い
て
学
ん
だ
内
容
を
伝
達
講
習
す

る
場
と
し
て
、「
体
育
実
技
指
導
者
養

2

新
学
習
指
導
要
領
全
面
実
施
へ
向
け
た

移
行
措
置
期
間
の
取
組

⑴
平
成
21
年
度
「
中
学
校
『
武
道
』『
ダ

ン
ス
』
指
導
力
向
上
事
業
」
の
実
施

　

平
成
21
年
度
、
学
習
指
導
要
領
改
訂

に
伴
い
、「
武
道
」、「
ダ
ン
ス
」
の
指

導
力
の
向
上
と
指
導
方
法
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
東
京
女
子
体
育
大

学
本
村
清
人
教
授
を
講
師
と
し
て
、「
中

学
校
『
武
道
』『
ダ
ン
ス
』
指
導
力
向

上
事
業
」
を
、
県
内
全
て
の
中
学
校
保

健
体
育
科
教
員
を
対
象
に
、
県
内
３
会

場
で
開
催
し
た
。

　

研
修
内
容
と
し
て
は
、

①
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
う
「
武

道
」、「
ダ
ン
ス
」
の
必
修
化
の
趣
旨

に
つ
い
て
の
講
義

②
授
業
に
お
け
る「
武
道
」、「
ダ
ン
ス
」

の
指
導
方
法
に
つ
い
て
の
講
義

③
「
柔
道
」、「
剣
道
」、「
ダ
ン
ス
」
に

つ
い
て
３
名
の
教
員
の
実
践
発
表

④
研
究
協
議

を
行
い
、
改
訂
の
基
本
的
な
考
え
方
や

ポ
イ
ン
ト
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
参

加
者
同
士
が
意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ

り
実
践
方
法
を
深
め
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
研
修
事
業
を
通
し

て
、
新
た
な
課
題
も
見
え
て
き
た
。

　

そ
れ
は
、
発
達
の
段
階
の
ま
と
ま
り

と
い
う
考
え
方
を
踏
ま
え
た

①
年
間
指
導
計
画
の
見
直
し

②
単
元
計
画（
学
習
の
道
筋
）の
見
直
し

③
評
価
規
準
の
見
直
し

の
３
点
で
あ
る
。

　

本
村
教
授
か
ら
御
提
示
い
た
だ
い
た

課
題
を
今
後
改
善
・
解
決
し
、
平
成
24

十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
広
島
県
で

は
、
特
に
、
ケ
ガ
や
事
故
を
起
こ
さ
な

い
安
全
な
授
業
展
開
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、

①
授
業
環
境（
施
設
・
設
備
や
用
具
等
）

の
事
前
の
安
全
確
認

②
事
故
発
生
時
へ
の
事
前
の
備
え

表１

年度 内容

平成 21年度
中学校「武道」「ダンス」指導力向
上事業（県内全ての保健体育科教
員を対象）

平成 21年度
〜

平成 24年度

学校体育スポーツ研修事業
「柔道実践指導講座」「剣道実践指
導講座」（柔道を初めて指導する教
員は必修）
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成
講
座
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー

に
参
加
し
た
教
員
が
そ
の
後
、「
武
道

（
柔
道
・
剣
道
）
指
導
実
践
講
座
」
の

講
師
と
し
て
、
県
内
の
中
学
校
・
高
等

学
校
の
教
員
に
具
体
的
な
指
導
方
法
等

に
つ
い
て
指
導
す
る
な
ど
、
人
材
育
成

を
図
っ
て
い
る
。

⑶
実
態
調
査
の
実
施

　

平
成
24
年
度
新
学
習
指
導
要
領
全
面

実
施
を
翌
年
に
控
え
た
平
成
23
年
５

月
、新
た
に
必
修
と
な
る
「
武
道
」
を
、

安
全
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、

①
対
象　

�

県
内
中
学
校
の
全
保
健
体
育

科
教
員

②
内
容　

�

実
技
指
導
経
験
及
び
研
修
等

の
受
講
状
況
等
に
つ
い
て

実
態
調
査
を
行
っ
た
。

　

調
査
の
結
果
、
授
業
に
お
け
る
「
武

道
」
の
指
導
経
験
は
、
男
性
教
員
の

87
・
5
％
に
対
し
、
女
性
教
員
は
39
・

7
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
従
前
の

学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、「
武
道
」

と
「
ダ
ン
ス
」
が
領
域
選
択
で
あ
っ

た
た
め
、
主
に
男
子
が
「
武
道
」
を
、

3

平
成
25
年
度
広
島
県
教
育
委
員
会
主
催

｢

柔
道
指
導
実
践
講
座｣

の
取
組

女
子
が
「
ダ
ン
ス
」
を
選
択
し
て
実

施
す
る
中
学
校
が
多
く
、
男
性
教
員

が「
武
道
」を
、女
性
教
員
が「
ダ
ン
ス
」

を
受
け
も
つ
学
校
が
多
か
っ
た
こ
と

が
、
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

調
査
結
果
の
課
題
と
し
て
、

①
平
成
23
年
度
「
武
道
」
未
実
施
校
の

存
在

②
平
成
23
年
度
「
柔
道
」
実
施
予
定
校

の
教
員
の
う
ち
、
研
修
等
を
受
講
し

て
い
な
い
教
員
の
存
在

が
、
新
た
に
確
認
で
き
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
受
け
、
平
成
23
年

度
中
に
は
、
平
成
24
年
度
に
「
柔
道
」

を
指
導
す
る
こ
と
と
な
る
全
て
の
教
員

が
、
安
全
指
導
に
関
す
る
内
容
を
含
む

研
修
を
受
講
完
了
す
る
よ
う
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
各
市
町
教
育
委
員
会
や

各
教
育
事
務
所
を
通
じ
て
、
新
規
採
用

教
員
等
研
修
未
受
講
者
を
把
握
し
、
県

教
育
委
員
会
主
催
の
「
柔
道
指
導
実
践

講
座
」
を
受
講
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
全
面
実
施
前
に
全
て
の

教
員
が
研
修
を
受
講
し
た
。

　

ま
た
、
進
捗
状
況
把
握
の
た
め
、
平

成
23
年
度
末
の
再
調
査
や
平
成
24
年
度

文
部
科
学
省
の
「
柔
道
の
指
導
体
制
に

関
す
る
状
況
調
査
」
を
行
い
、

①
安
全
に
指
導
で
き
る
体
制
の
確
保

②
安
全
確
保
に
十
分
に
留
意
し
た
計
画

の
作
成

③
施
設
設
備
及
び
用
具
の
安
全
確
保

④
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
応
急
処
置

や
緊
急
連
絡
体
制
な
ど
、
対
処
方
法

に
つ
い
て
関
係
者
間
で
の
認
識
の

共
有

に
つ
い
て
、
不
備
が
あ
る
学
校
は
万
全

の
体
制
を
整
え
た
後
に
実
施
す
る
よ

う
、
再
度
確
認
し
た
。

　

平
成
25
年
５
月
29
日
、
広
島
大
学
大

学
院
出
口
達
也
准
教
授
を
講
師
と
し

て
、「
柔
道
に
お
け
る
安
全
か
つ
段
階

的
な
指
導
方
法
」
に
つ
い
て
、
講
義
及

び
実
技
を
伴
っ
た
研
修
を
実
施
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
柔
道
の
授
業
の
安
全
な

実
施
に
向
け
て
、
文
部
科
学
省
『
柔
道

指
導
の
手
引
（
三
訂
版
）』
を
活
用
し
、

県
教
育
委
員
会
か
ら
再
度
、
留
意
す
べ

き
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

出
口
准
教
授
の
講
義
に
お
い
て

は
、
改
め
て
、
学
校
で
教
え
る
「
教
材

と
し
て
の
柔
道
」、
自
分
や
相
手
の
身

を
守
る
た
め
の
「
受
け
身
」
及
び
対

人
で
行
う
こ
と
に
よ
り
習
得
す
る
「
加

減
」
の
重
要
性
、
そ
し
て
最
終
的
に
は

「
人
の
痛
み
」
を
理
解
す
る
こ
と
は
「
思

い
や
り
」に
つ
な
が
る
な
ど
の「
柔
道
」

の
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

　

実
技
指
導
で
は
、
安
全
に
留
意
し
た

段
階
的
な
指
導
方
法
に
つ
い
て
、
受
講

者
が
体
験
し
な
が
ら
学
ん
だ
。

　

対
人
で
手
を
握
り
合
っ
て
行
う
こ
と

に
よ
る
安
全
を
確
保
し
た
「
横
受
け

身
」（
写
真
１
）
や
、「
受
け
身
」
の
指

導
と
し
て
展
開
し
て
い
く
「
膝
車
」、

「
体
落
と
し
」（
写
真
２
）
な
ど
の
投
げ

技
を
対
人
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
受
講

者
の
お
互
い
が
助
言
し
た
り
援
助
し
た

り
す
る
活
動
と
な
り
、
相
手
を
思
い
や

る
心
や
加
減
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
こ
と
を
体
感
す
る
こ
と
が
で

き
た
内
容
で
あ
っ
た
。

4

お
わ
り
に

｢剣道指導実践講座｣ の様子 ｢柔道指導実践講座｣ の様子写真１ ｢柔道指導実践講座｣ での講師による師範

写真２ ｢柔道指導実践講座｣ での対人による受け身の練習

表２　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

項　目 柔道 剣道

指導に不安を感じている 39.7 54.1

「技術指導」に不安 67.7 87.0

「安全確保」に不安 30.1 11.0

　

本
県
で
は
、
平
成
24
年
度
公
立
中
学

校
の
「
武
道
」
実
施
種
目
は
、「
柔
道
」

男
子
124
校
・
女
子
115
校
、「
剣
道
」
男

子
115
校
・
女
子
125
校
、「
相
撲
」
男
子

３
校
・
女
子
２
校
、「
そ
の
他
」
男
女

と
も
２
校
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
い

武
道
が
必
修
化
さ
れ
た
が
、
改
訂
以
前

か
ら
多
く
の
学
校
で
「
武
道
」
の
授
業

は
選
択
さ
れ
て
お
り
、
指
導
内
容
や
指

導
方
法
等
の
研
修
・
研
究
は
行
っ
て
い

た
。

　

し
か
し
、
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を

習
得
し
て
い
る
指
導
者
は
一
部
に
限
ら

れ
て
お
り
、
大
多
数
の
教
員
は
経
験
が

少
な
く
不
安
を
抱
え
て
い
る
の
が
実
態

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
教
員
が
自
信
を
持

っ
て
指
導
す
る
た
め
に
、
県
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、

①
指
導
内
容
の
精
選
や
指
導
方
法
の
工

夫
改
善
な
ど
、
教
員
の
指
導
力
向
上

の
た
め
の
研
修
の
継
続
的
な
実
施

②
各
武
道
連
盟
等
と
の
連
携
に
よ
る
地

域
の
武
道
指
導
者
の
積
極
的
な
活
用

な
ど
の
取
組
を
、
今
後
も
継
続
し
て
充

実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

武
道
の
授
業
を
受
け
る
生
徒
が
安
全

で
安
心
し
て
有
意
義
な
学
習
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
武
道
の
特
性
や
魅
力

を
十
分
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。


